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山陰自動車道 武部橋（鋼上部工）工事において優秀工事の表彰を受ける 

 

 

西日本高速道路株式会社中国地区安全管理本部が主催する「平成 19 年度 NEXCO 西日本中国

地区安全大会」で、宇部興産機械株式会社（社長：山本謙）が施工した「山陰自動車道 武部橋（鋼上

部工）工事」が、安全管理の重要性を深く認識し、その遂行に尽力し、無事故無災害で優秀な成績を

達成したとして評価され、優秀工事の表彰を受けた。 

本工事は、2004 年 10 月～2006 年 8 月にかけて施工されたもので、橋梁形式は 9径間連続非合成

鈑桁橋で、山陰自動車道鳥取益田線の武部地区（島根県斐川町）に架かる橋梁である。また、山陰自

動車道鳥取益田線は、2006 年 11月に宍道ジャンクション～斐川インターチェンジ間が部分供用され、

交通量の多い松江・出雲間の渋滞解消として貢献している。 

 

 

 

 


